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国立大学法人帯広畜産大学教授
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OJRA時代の豊富な臨床経験と、大学で

の高度な研究活動を融合させた

『現場に根ざした馬繁殖学者』

彼が確立した技術は、今日の日本競馬

界が世界レベルの強さを誇るための基

盤の一部となっている。

「強い馬作りは、健康な母馬と子馬の

管理から始まる」の信念は、排卵制御、

胚死滅の防止、周産期管理など、現在

も多くの獣医師や生産者に受け継がれ

ている。

南保 泰雄 氏
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